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陸路も水路も交錯した交通の要・海柘榴市から
石上神宮を過ぎ、木津川へと続く山の辺の道。

中でも神の坐ます三輪山の裾野を、
大神神社の摂末社をつなぐよう巡るこのルートには、

名高い歌が数多く残される。神話や伝承と美しく絡まった作品は、
自然に満ちた上古の道にいにしえ人の喜怒哀楽を映し出す。

込められた思いを胸に、
彼らが見ただろう景色を探してみよう。
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万葉集　巻 1-1

紫は　灰指すものそ　海石榴市の
八十の衢に　逢へる児や誰（万 12-3101）

たらちねの　母が呼ぶ名を　申さめど
路行く人を　誰と知りてか（万 12-3102）

海柘榴市観音堂古い古い

美術館美術館

金屋の石仏
ベンチあり

美術館美術館

・・

此の神酒は
我が神酒ならず
倭なす　大物主の
醸みし神酒
幾久　幾久

井
神
社

平平
等
寺・歌歌碑碑碑碑歌歌碑

此の神酒は

味酒　三輪の山　
あをによし　奈良の山の
山の際に　い隠るまで
道の隈　い積るまでに
つばらにも　見つつ行かむを
しばしばも　見放けむ山を
情なく　雲の　隠さふべしや

（日本書紀　巻第 5
崇神天皇 8年 12月）

三輪山を　しかも隠すか　雲だにも
情あらなむ　隠さふべしや （万 1-18）

あり
狭井川

味酒　三輪の山　
あをによし　奈良の山の
山の際に　い隠るまで
道の隈　い積るまでに

狭井河よ　雲立ち渡り　畝火山
木の葉さやぎぬ　風吹かむとす（古事記 中巻 神武天皇）

往く川の　過ぎにし人の　手折らねば　
うらぶれ立てり　三輪の檜原は （万 7-1119）

いにしへに　ありけむ人も　わが如か
三輪の檜原に　插頭折りけむ （万 7-1118）

境内にベンチあり

倭は　国の真秀ろば
たたなづく　青垣
山籠れる 倭し麗し （古事記　中巻　景行天皇）
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大美和の杜3

香具山と　耳梨山と　あひし時
立ちて見に来し　印南国原 （万 1-14）

大神神社2

香具山は　畝火ををしと
耳梨と　相あらそひき
神代より　かくにあるらし
古昔も　然にあれこそ
うつせみも　嬬を
あらそふらしき

こ
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大美和の杜より望む夕景

（万 1-17）

（万 1-13）


